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発 行 所 

五所川原市役所 

428号 

昭和53年8月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

広朋 

こhかわら (a) 

世 帯 数 	14,235 口 	男 25,276人 	 世 帯 数 男 	25,276人 

女 	27,038 

市 の 人 

（昭和53年7月1日現在）住民基本台帳から 52,314人 

夏
の
交
通
安
全
運
動
（
七
月

二
一
日
ー
八
月
一
日
）
初
日
の

二
十
一
日
、
三
十
団
体
・
総
勢

三
百
五
十
人
に
よ
る
市
民
ぐ

る
 

み
の
交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

参
加
者
を
前
に
寺
田
市
長
は
、
 

「犯
罪
や
非
行
も
含
め
て
交
通
 

事
故
の
な
い
明

る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
」
と
協

力
を
呼
び
か
け
、
黒
石
健
作
警

察
署
長
が
、
 
「国
体
を
成
功
さ

せ
た
あ
の
力
を
結
集
し
て
交
通

事
故
を
追
放
し
よ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。
 

一
行
は
、
五
一
中
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
を
先
頭
に
市
内
の
目
抜

き
通
り
を
行
進
、
歩
行
者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
を
配
り
、
 

交
通
事
故

の
追
放
を
訴
え
ま
し

た
。
 

関
連
記
事
四
面
 

市
民
ぐ
る
み
 
交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
 

,
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命
皇
巾
立
七和
高
校
の
早

期
県
立
 r／

・
 

土
木
部
長
は
、
 
「国
道
の
第
一
一

次
改
修
と
の
関
連
も
あ
る
の
で

県
道
バ
ィ
パ
ス
建
設
と
い
う
方

向
で
検
討
し

て
い
る
。
長
大
橋

に
つ
い
て
は
ル
ー
ト
も
ほ
ぼ
決

ま
っ
て
お
り
、
乾
橋
上
流
に
建

設
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
 
と
素

案
を
示
し
ま
し
た
。
 

主
婦
‘
町
内
会
役

員
か
ら
は
、
 

七
和
高
・
県

立
移
管
実
現

へ
 

地
域
住
民
の
声
を
県
政
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
五
十
三
年
度
 

「県
政
懇
談
会
」
が
、
七
月
十

七
日
市
民
文
化
会
館
で
開
か
れ
、
 

「地
域
の
振
興
」
を
テ
ー
マ
に

活
発
な
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

懇
談
会
に
は
、
県
側
か
ら
竹

内
知
事
を
は
じ
め
北
村
、
関
口

両
副
知
事
、
武
田
県
警
察
本
部

長
、
平
川
教
育
長
と
各
部
長
、
 

県
出
先
機
関
の
長
な
ど
二
十
四

人
が
出
席
、
 
一
方
、
市
か
ら
は

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
寺
田
市
長
を

は
じ
め
市
内
の
農
業
、
商
工
業
、
 

婦
人
会
、
青
年
団
な
ど
各
種
団

体
の
代
表
四
十
人
ほ
ど
が
出
席

し
ま
し
た
。
 

懇
談
に
先
立
ち
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
竹
内
知
事
は
、
 
釆

の
・

需
給
拡
大
、
二
百
瞥
問
題
な
ど
、
 

本
県
を
取
り
巻
く
情
勢
は
厳
し

い
も
の
が
あ
る
。
皆
さ
ん
か
ら

直
接
意
見
や
要
望
を
聴
い
て
こ

れ
を
行
政
に
生
か
し
た
い

…
」
 

と
述
べ
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
り
ん
ご

・
水
稲
栽
培

農
家
か
ら
①
「
地
域
に

マ
ッ
チ

し
た
本
県
農
業
の
姿
を
位
置
付

け
て
ほ
し
い
」
、
②
「
り
ん
ご

の
異
常
落
果
対
策
に
テ
コ
入
れ

を
図
る
べ
き
だ
」
、
③
「
り
ん

ご
の
輸
入
に

つ
い
て
の
考
え
を

示
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し

竹
内
知
事

・
青

木
農
林
部
長
は
、
 

①
水
田
利
用
再

編
対
策
、
米
の

需
給
拡
大
問
題

等
に
対
応
し
、
 

第
二
次
農
業
計

画
も
見
直
し
の

時
期
に
入
っ
た

の
で
、
地
域
の

特
徴
を
考
慮
し

方
向
を
位
置
付

け
た
い
。
 

②
果
樹
共
済

の
加
入
運
動
を

進
め
る
と
と
も

に
、
落
果
の
著

し
い
り
ん
ご
園

の
防
除
に

つ
い

て
は
、
国
の
助

成
導
入
を
検
討

中
だ
。
 

③
サ
ク
ラ
ン

ボ
と
比
較
し
、
 

り
ん
ご
は
防
疫
技
術
が

か
な
り

違
う
の
で
、
輸
入
規
制
の
解
除

に
は
結
び

つ
か
な
い
と
思
う
な

ど
と
答
え
ま
し
た
。
 

商
工
業
者
は
、
 
「市
内
の
主

要
道
路
は
パ
ン
ク
状
態
な
の
で
、
 

国
道
一
〇
一
号
線
バ
イ
パ
ス
と

岩
木
川
の
新
長
大
橋
計
画
を
早

急
に
具
体
化
し

て
ほ
し
い
」
 
と

強
く
要
望
、
竹
内
知
事
・
河
合
 
 

移
管
を
進
め
て
ほ
し
い
、
②
青

少
年
を
非
行
か
ら
守
る
た
め
、
 

青
少
年
保
護
条
例
を
制
定
す
べ

き
だ
と
い
う
意
見
が

出
、
竹
内

知
事

・
平
川
教
育
長
は
、
①
七

和
高
校
は
県
立
移
管
の
条
件
が

整
い
つ
つ
あ
り
、
近
い
う
ち
実

現
す
る
だ
ろ
う
、
②
条
例
の
制

定
よ
り
も
社
会
的
な
運
動
に
よ

り
非
行
の
抑
制
を
図
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
の
考
え
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
出
席
者
か
ら
は
、
 

続
発
す
る
交
通
事
故
の
防
止
対

策
、
重
度
身
体
障
害
者
に
対
す

る
援
護
措
置
、
青
年
会
館
の
建

設
に
対
す
る
助
成
、
人
権
よ
う

護
問
題
等
を
取
り
上
げ
県
の
考

え
を
質
し
、
竹
内
知
事
は
希
望

に
添
う
よ
う
努
力
す
る
と
答
え

ま
し
た
。
 

古
目
衛
官
一

般
一
一
 

ー
 
、

男
募
集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
か
ら
二
十

四
歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
市

・
市
民
課
 

（
廿⑤
二
一
一
一

番
・
内
線
二
七

七
番
）
、
ま
た
は
自
衛
隊
五
所

川
原
募
集
事
務
所

（
。⑤
二
三

〇
五
番
）
へ
お
間
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

＞
弓
之

f
2ノ
、
ノ
、
ノ
、
く

ノ
、
く
／
、
く
ノ
、
く
ノ
、

く
，
 

燃
え

る
ゴ
ミ
 

燃
え
な
い

ゴ
ミ
 

分
別
を
し
て
下
さ
い
 

先
日
発
行
し
た
西
北
五
衛
生

処
理
組
合
の
チ
ラ
シ
に
燃
え
る

ゴ
ミ
、
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
分
別
 

、嫡芦 



ロ
応
募
資
格
 

小

・
中
学

生
 ロ

作
品
の
き
ま
り
 

①
材
料
は
自
由
、
②
大
き

さ
は
一
辺
の
長
さ
が
二
十
五

寿
以
内
、
③
一
人
一
点
 

生
徒
が
 

自
ら
製
作
し
、
未
発
表
の
も

の
。
 

（
作
品
は
返
却
し
な
い
。
）
 

⑤
作
品
の
適
当
な
個
所
に

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
を
明

記
す
る
か
適
宣
の
用
紙
に
記

入
し
て
は
る
こ
と
。
 

ロ
応
募
先
 
所
属
の
学
校

を
通
し
て
最
寄
り
の
郵
便
局

へ
 ロ

出
品
の
締
切
り
 
九

月

十
四
日
 

ロ
賞
 
金
賞
十
三
点
、
銀
 

賞
百
点
、
 

銅
賞
千

点
程
度
、
 

努
力
賞
 

三
千
点
程
度
 

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
 

贈
る
。
 

ロ
発
表
 
十
月
中
入
賞
者
 

に
通
知
す
る
。
 

主
催
 
郵
政
省
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 

品
「
作
第
四
回
「
私
の
ア

イ
デ
ア

児
童』
 
貯
金

箱
コ
ン

ク
ー
ル
」
 

広報ごしょがわら 	 昭和53年（1978年） 8 月1日（428号） ③ （第3 種郵便物認可） 

・

‘
ー
 
‘
ー
 
‘
ー
 
‘

ー
 
“
‘
→
ー
 

ロ
旧
軍
人
の
在
職
期
間
が
引

き
続
き
三
年
以
上
、
七
年
未
満

の
方
に
は

一
時
恩
給
が
支
給
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
在
職
期
間
が

引
き
続
か
な
い
場
合
で

も
合
算
 

詳
し

い
こ
と
は
市

・
市
民
課

云

⑤
二

一
一
一
番
・
内
線
一
一

七
五
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。
 

し
て
三
年
以
上

あ
る
方
に

一
時

金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

部
改
正
 

ロ
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
、
 

遺
族
給
与
金
、
公
務
扶
助
料
等

の
額
が
、
今
年
四
月
か
ら
七

・

一
八
％
増
額
さ
れ
、

六
月
か
ら

さ
ら
に
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
 

ロ
遺
族
年
金

遺
族
給
与
金
は
、
 

毎
年
二
回
に
分

け
て
支
払
わ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
 

毎
年
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十

月
の
年
四
回
に
支
払
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
実
施
は
、
 

今
年
十

一
月
か
ら
で
す
。
 

ロ
満
州
開
拓
青
年
義
勇
隊
員

は
、
昭
和
十
四
年
十
二
月
二
十
 
 

二
日
以
後
の
死

亡
者
等
に

つ
い

て
、
準
軍
属
と
し

て
扱
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
期
間
が
改
正

さ
れ
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
三

十
日
以
後
の
死
亡
者
等
に

つ
い
 

て
も
適
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

こ
れ
に
よ
っ
て
、
傷
病
者
に

は
障
害
年
金
を
、

死
亡
者
に
は

遺
族
給
与
金

等
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
 

ロ
戦
没
者
の
父
母
等
で
、
前

回
の
三
十
万
円
の
特
別
給
付
金

を
受
給
し
た
後
、
満
額
償
還
に

な
っ
て
い
る
父
母
等
に
対
し
、
 

さ
ら
に
六
十
万
円

（
国債
）
が
 

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
 

な
お
、
前
回
の
十
万
円
ま
た

は
三
十
万
円
を
時
効
の
失
権
で

受
給
で
き
な
か
っ
た
方
も
対
象

に
な
り
ま
す
。
 
 

の
な
か
で
、
焼
却
炉
の
事
情
に

よ
っ
て
燃
え
る
ゴ
ミ
で
あ
っ
て

も
、
魚
菜
類
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ

と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
 

こ
れ
は
事
業
者
か
ら
多
量
に
出

る
魚
菜
、
果
物
類

（
事業
者
は

責
任
を
持
っ
て
野
里
埋
立
地
へ

運
搬
し
て
い
た
だ
く
も
の
）
で

あ
っ
て
、
家
庭
か
ら
出
る
少
量

の
魚
菜
類

（
水
切
り
を
十
分
行

う
こ
と
）
の
ゴ
ミ
は
、
い
ま
ま

で
ど
お
り
燃
え
る
ゴ

ミ
の
収
集

日
に
出
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
 

ま
た
、
ビ

ニ
ー
ル

・
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
、
古
タ
イ
ヤ
等
の
大

き
な
ゴ
ム
類
は
、
燃
え
な
い
ゴ

ミ
の
収
集
日
に
出
し
て
下
さ
い
。
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戦
傷
（
没
）病
者
の
遺
族
等
 

援
護
法

・
恩
給
法
が
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」敏
荒
】
裏・
一
」
奪
 

豪
寒

登
舞

ー
 

織 
頭鷲 

麟
覇
 

青信号 

それでも確認 

右ひだり 

交
通
死
亡
事
故
抑
止
の
非
常

事
態
宣
言
が
行
わ
れ
て
い
る
七

月
十
七
日
、
竹
内
県
知
事
、
寺

田
市
長
、
武
田
県
警
察
本
部
長
、
 

間
宮
県
交
通
安
全
母
の
会
会
長

が
五
所
川
原
市
で
街
頭
演
説
を

行
い
、
市
民
に
交
通
事
故
防
止
 
 

を
呼
び

か
け
ま
し
た
。
 

街
頭
演
説
は
、
午
後
三
時
三

十
分
か
ら
旧
ロ
ー
タ
リ

ー
角
で

行
わ
れ
、
県
交
通
安
全
母
の
会

会
長
、
県
警
察
本
部
長
に
次
い

で
マ
イ
ク
に
向
か
っ
た
寺
田
市

長
は
、
市
内
で
発
生
し

て
間
も
 
 

な
い
死
亡
事
故
を
取
り
上
げ
事

故
防
止
に
対
す
る
】
人

一
人
の

自
覚
を
呼
び
か
け
、
竹
内
知
事

は
、
 
「交
通
事
故
は
人
災
で
あ

り
お
互
い
気
を

つ
け
れ
ば
な
く

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
個
人
個

人
が
交
通
問
題
に
関
心
を
持
っ

て
事
態
を
深
刻
に
受
け
止
め
て

ほ
し
い
 

」
と
訴
え
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
多
発
し
て
い
る
交

通
事
故
死
に
対
処
す
る
た
め
、
 

七
月
十
日
「
市
交
通
事
故
防
止

緊
急
対
策
本
部
（
本
部
長
寺
田

市
長
、
事
務
局
社
会
課
）
」
を

設
置
し
、
九
月
末
ま
で
街
頭
で

の
交
通
安
全
指
導
と
監
視
を
強

化
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
 

対
策
本
部
は
、
市
各
課
職
員

が
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会
、
 

交
通
安
全
母
の
会
、
町
内
会
連

合
会
等
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
夏

場
に
入
っ
て
さ
ら
に
増
加
の
傾

向
に
あ
る
交
通
事
故
に
歯
止
め

を
か
け
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。
 

対
策
本
部
を
設
置
し

た
初
日

は
、
寺
田
市
長
、
黒
石
健
作
警

察
署
長
を
は
じ

め
交
通
安
全
母

の
会
、
町
内
会
連
合
会
役
員
が
 

ミ交通問題に関心をミ 

竹内知事らが呼びかけ 

炎
天
下
の
街
頭
に
立
ち
、
歩
行

者
や
ド

ラ
イ
バ
ー
ー
人

一
人
に
 

「交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
市
民

ぐ
る
み
で
事
故
を
な
く
し
よ
う
」
 

と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

校
騒
防
止
は
あ
な
た
が
主
役
で
す
 

事
故

F
j
~
i
，ノ
．
ノ
．
ノ
三
ノ
イ
ー
 

緊
急
対
策

本
部
を

設
け

る
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八
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
は
 

“水
の
週
間
〈
で
す
。
 

近
年
と
く
に
不
足
し
て
い
る

水
を
大
切
に
し

よ
う
と
い
う
こ

と
で
、
昨
年
か
ら
全
国
的
に
始

め
ら
れ
て
い
る
週
間
で
す
。
 

水
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
絶

対
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
 

こ
れ
を
機
に
水
が

い
か
に
大
切

な
も
の
か
知
っ
て
い
た
だ
き
、
 

無
駄
な
使
い
方
を
し
な
い
よ
う

節
水
に
協
力
し
て
下
さ

い
。
 

水
の

上
手
な
使
い

方
 

〈食
器
を
洗
う
と
き
〉
 

一
回
に
五
分
間
、
朝
昼
晩
と

三
回
水
を
流
し
っ
放
し
で
食
器

を
洗
っ
た
と
し
ま
す
と
、
オ
ケ

洗
い
に
く
ら
べ
て
百
九
十
五
リ

ッ
ト
ル
、
 ー
カ
月
で
浴
槽
三
十

杯
分
の
水
を
使
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

（
洗
た
く
す
る
と
き
〉
 

ー
ーキ
ロ
の
洗
た
く
物

（
ワ
イ

シ
ャ
ッ
八
枚
分
）
を
二
回
に
分
 

け
、
 ー
キ
ロ
ず

つ
洗
た
く
す
る

と
、
ニ
キ
ロ
を
ま
と
め
て
洗
た

く
す
る

よ
り
二
十
ニ
リ
ッ
ト
ル

の
水
を
余
分
に
使
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
洗
た
く
は
で
き
る
だ

け
ま
と
め
て
し
た
方
が
水
の
節

約
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
洗
い
終
わ
っ
た
ら
そ

の
ま
ま
す
す
ぐ

の
で
な
く
、
 一

度
脱
水
機
で
洗
剤
を
落
と
し
て

か
ら
す
す
い
で
下
さ
い
。
 こ
れ

だ
け
で
も
、
す
す
ぎ
の
水
二
十

リ
ッ
ト
ル
、
石
油
か
ん

一
杯
分

が
節
約
で
き
ま
す
o
 

ミ夏まつ‘夫市中行進の順路 

整理番号 003 0016 003 

今 	 月 513 m’ 手旨 

前 	月 453 ni 

差弓~使用量 60 m' 

基 本 水 量 9d 
24 in' 

前1カ月認定水量 15 in' 

今月超過精算水量 36 m 

水道使用量のお知らせ 

昭和 53 年 8 月分 

(8月分）・ー 

(6月分）・ー 

(7月分）・ー 

※ 6 月検針 7 月認定をしと 8 月 
検針した一般家庭用の場合です 

計算方式 

（基本料金＋メーター料）+（超過水量×85円） 

使 用 量 一 覧 表 

月1 	日金 基本水量 基本料金 超過水量 超過料金 
家庭用 9立方米 600円 1立方米増毎 85円 

メ 営業用 10 	ク L170円 135円 

~ 湯屋月1 100 4 5,200円 ク 8日円 

タ 団イ本月1 10 	ク 1. 150円 135円 

I 工業用 50 	ク 4,080 円 120円 

制 観賞用 10 	ク 1 .250円 ク 190円 

臨時用 1 	ク 145円 0 円 

プール用 100 	ク 5,200 円 85円 

共月］栓 9 	ク 600 円 85円 

1 カ月メーター 
貸 	付 

13 呪1 20 	'%, 25 % 
料 50 円 60 円 70 円 

⑤ （第 3 種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 昭和53年（1978年） 8月1日（428号） 

I 

08月 4 日（金） 自衛隊音楽隊 
（午前11時出発）おまつり広場～増田病院横～本町～柏原町 
～山口水道～電報電話局前～銀映～駅～大町～寺町～三善～ 
おまつり広場 

08 月 5 日（土） 虫おく‘)（参加予定 11組） 
（午前9 時出発）おまつり広場周辺～増田病院横～西北中央

病院横～駅～大町一丁目～旧ロータリー～旭町～敷島町～菊

池シート店～・教育会館前～飛藤商店～柏原町～⑧～大町 2丁
目～旧ロータリー～布屋町～裏田町～スター会館～ポプラの 

L-（昼 食）―」 
橋～田町～新町～旧警察署前〔審査〕～本町～寺町～三善～ 
おまつり広場 

08月 5 日（土） ねぷた運行（参加予定18組） 
（午後7時出発）駅～旧ロータリー～旭町～敷島町～敷島分
院横通～平井町～三井生命～錦町～小田川建設～不二屋菓子
店～三善～寺町～大町 2丁目～旧ロータリー 

08 月 6 日（日） ねぷた運行 
（午後7時出発）おまつり広場周辺～増田病院横～本町～〇 
～陸奥印刷前〔審査〕～旧ロータリーーー布屋町～スター会館 
～ポプラの橋～田町～新町～葛西薬局 

08月 7 日（月） ねぷた運行 
（午前9時30分）おまつり広場周辺～三善～寺町～③～飛藤
商店～教育会館前～菊池シート店～敷島町～旭町～旧ロータ
リー～布屋町～裏田町～スター会館～〔昼食〕～ポプラの橋 
～田町～新町～本町～の～大町2丁目ー司日ロータリー 
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水道使用量の検針票の見方 

検
針
員
が
メ
ー
タ
ー
を

検
針
し
た
際
水
道
使
用
量

を
記
載
し
た
検
針
票

（
水

道
使
用
量
の
お
知
ら
せ
）
 

を
配
布
し
て
お
り
ま
す
が
、
 

そ
の
使
用
量
の
見
方
に

つ

い
て
一
例
を
示
し
、
紹
介

し
ま
す
。
 

八
月
に
検
針
し
た
指
針

は
五
百
十
三
立
方
H
で
、
 

前
回
（
六
月
）
検
針
し
た
際

の
指
針
は
四
百
五
十
三
立

方
H
で
し
た
の
で
、
差
引

使
用
量
は
、
八
月
分
の
指

針
か
ら
前
回
分

（
六
月
）
 

の
指
針
を
差
し
引

い
た
六

十
立
方
1
1が
六
月
か
ら
八

月
ま
で
の
間
に
実
際
使
用

し
た
ニ
カ
月
間
の
水
量
と

な
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
こ
の
使
用
量
六

十
立
方

1
1か
ら
八
月
分
の

基
本
水
量
九
立
方

H
と
前
 

ー
力
月
（
七
月
）
分
の
認

定
水
量
十
五
立
方

H
と
を

加
え
た
二
十
四
立
方
H
を

差
し
引
い
た
三
十
六
立
方

冒
が
七
月
か
ら
八
月
ま
で

の
ニ
カ
月
間
の
超
過
精
算

水
量
と
な
り
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
精
算
水
量

が
0
立
方
H
の
場
合
は
、
 

基
本
水
量

（
六五
〇
円
）
 

だ
け
と
な
り
ま
す
。
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転作（青刈りイネ）の 
現地確認のお知らせ 

日程は次のとおりです。 

転作場所の地区 月 	日 時間 集 合 場 所 

松
 
島
 
地
 
区
 

米
 
金
 
水
 
一
唐

田
 
山
 
尾
 
谷
柳
 

野
 
ッ
笠
 
 

8 月8日 士 9時 
Hり 

米 田 駐在 所 前 

8 月8日 ク 9時 金山 集 会所前 

8 月8日 ク 9時 市農協水野尾支所前 

8 月8日 ク 9時 松島第一農協前 

飯
  

判
 
地
 
区
 
沖
 
新
 
詰
 

宮
  

8 月8日 覆I時 沖飯詰 十字 路 

8 月8日 ク I時 新宮集 会所 前 

毘沙門 	長富地区 8 月9日 需 9時 市役 所支 所 前 

（浅 	井） 

（神 	山） 
長橋地区 

（戸 

（松野木） 

8 月10日 士9時 
月り 

市農協りんご倉庫前 

8 月10日 ク 9時 市役所支所 前 

8月10日 ク 9時 戸沢集 会所前 

8 月10日 ク 9時 松野木十字 路 

梅沢地区 8 月10日 孟 1時 市役所支所 前 

飯詰地区 8 月11日 孟 9時 市役所支所前 

（稲 	実） 

栄地区（姥 	庖） 

（広 	田） 

（ 	湊 	） 

8月12日 FgII 	時 鹿 内精米所前 

8 月12日 ク 9時 姥 庖 集会所前 

8 月12日 ク 9時 市役所支所前 

8月12日 ク 9時 湊 集 会 所 前 

七和地区（前田野目） 8月12日 奮11u 前田野目集会所前 

ロ青刈りイネを作付している方は、必ず集合場所にお

集り下さい。 

ロ転作場所には氏名、面積を書いた立札をお願いしま

す。 

ロ契約書をまだ農林課に提出していない方は、当日持

参して下さい。 

～銘菓’山菜’海産物’民芸品など～ 	1 

■と き 8 月1‘日飼）~16日困 

■ところ 大町「丸友デパート」 	 ’ 

■アトラクション／津軽民謡（午前11時と午後2時の 

2 回） 

■試飲・実演コーナー 

■津軽ワィン試飲会 	 1 

■津軽タコ絵製作実演会もあります。 

主 催 西北五物産観光展運営協議会 

（各市町村加盟） 

ノ 

「 児の 

健康診断 

次の日程で乳幼児の健康診断と健康相談を行います 

ので、該当する赤ちやんには受診させて下さい。 

ロ受付時間 午後1時から 2時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中かほかの機関で健康診断を受けてい 

る乳児はご遠慮下さい。 

月 齢 対 	 象 と 	き と 	こ 	ろ 

3カ月児 昭和53年4 月生まれの乳児 8月16日 市中央公民館 

6カ月児 昭和53年1月生まれの乳児 8 月15日 ク 

1蔵6カ月児 昭和52年2 月生まれの乳児 8月22日 ク 

I 

イふるさとの味を見直そフ 

第 2 回西北五物産観光展 

‘ 、ふるさとの味 を見直そ フ 	、 

I 

広
報
紙

の
早
期
配

布
に
ご

協
力

下
さ
い
 

青
森
内
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
 

機
械
編
の
内
職
希
望
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
 

仕
事
の
内
容
は
主
と
し
て
子

供
用
の
帽
子
で
す
。
 

希
望
者
は
、
八
月
八
日
ま
で

左
記

へ
お
申
し
込
み
下
さ

い
。
 

市
内
元
町

・
小
野
（
，
里
ハ

四
四
七
番
）
ま
た
は
、
五
所
川

原
職
業
安
定
協
会

（
，⑤
二
五

七
〇
番
）
、
内
職
相
談
員
・
佐

々
木
。
 

松
島
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
松
鶴

会

（
三
上
与
助
会
長
、
会
員
一

〇
四
人
）
は
、
寝
た
き
り
の
お

年
寄
り
の
た
め
に

と
お
し
め
五

十
枚
を
作
り
、

こ
の
ほ
ど
市
福

祉
事
務
所
へ
託
し

ま
し
た
。
 

こ
の
お
し
め
は
、
女
性
の
会

員
が
ひ
と
月
ほ
ど
前
か
ら
作
っ

て
い
た
も
の
で
、
市
で
は
、
特

別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
お
年
寄
 

内
職
希
望
者
を
募
集
 

り
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
に

し
ま
し
た
。
 

お
し

め
五
十

枚
を
贈
る
 

老
人
ク
ラ
ブ

松
鶴
会
 

ツ反・BCG接種 

お子さんの健康を守るため、ぜひ接種を受けさせて

下さい。 

ロ対象乳幼児 生後6カ月から満4歳まで。 （ただ

し、いままでBCGの接種をした乳幼児は除きます。） 

ロ母子手帳 必ず持参して下さい。 

ロ料金 無料です。 

地区名 ッべルクリン BCG 受付時間 場 	所 

七和・中川

梅沢ー飯詰 
8 月21日 8月23日 

午後1時 

~2時 
市中央公民館 

松島・毘沙門

松島団地 
8 月23 日 8 月25日 

午後2時 

~3時 
ク 

南小学区 8 月24 日 8月26日 午讐 g腫 4 
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